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ろうの子どもをもつ母親-の聞き取り調査から

座主 果林

1 はじめに

子どもを育てる家族は,子育ての中でさまざまな課題にぶつかる.ろうの子どものいる

家族においては,コミュニケーションに特徴的な課題があるとされている (金山 2002,中

野 2006).聴 1)の家族にろうの子どもが誕生した場合,音声言語を聴の子どものように聞

いて身につけていくことが難しい からである.そのため,ろうの子どもの教育においては

口の動きなどから言葉を読み取り音声で言葉を伝える口話法2)を中心にした教育方法が長

年推進されてきたが,近年では手話を積極的に教育にとりいれるろう学校も登場するなど

の変化が起こっている.その一方,人工内耳手術など子どもにも適用できる新しい医療技

術も発展してきている.それに伴い,ろうの子どものいる家族がコミュニケーションの課

題に対処するための選択の幅は広くなっている.

本稿では,このような変化しつつある状況の中で,′J､学校入学前のろうの子どものいる

家族がどのような課題に直面し,それにどのように対処しているのかを明らかにすること

を目指す.ろう学校幼稚部に子どもが在籍している母親-の聞き取り調査を実施し,手話

の使用に焦点をあて分析を行った.なお,母親がろう者である場合には,手話を使用する

かどうかなどの過程に大きな差があるため別稿に譲り,本稿では母親自身は聴者であるデ

ータを分析対象とした.

2 現状と先行研究

2.1 ろうの子どもをとりまく現状

本節では,ろうの子どものおかれている現状について簡単に述べる.本稿で対象とする

先天的な聴覚障害のある子どもは,およそ 1000人に1人の割合で誕生するとされている.

そのうち両親に聴覚障害のない子どもは,およそ9割 と言われている.

2000年代になって普及が進んだ新生児聴覚スクリーニング検査3)によって,聴覚障害の

｢発見｣はより低年齢化している.この検査の普及により,ろう学校教育相談等における

0- 1歳児の 60%以上が新生児聴覚スクリーニングにより発見された子どもになってい

る (三科 2002).従来,乳幼児期の聴覚障害の発見および診断は1歳半検診時に行うのが

一般的であり,その方法は母子手帳に書かれた ｢大きな音に対する反応｣｢声のする方を向

くか｣などを保護者が観察し,それに基づいて医師が判断するという方法だった.
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ろうの子どもについては,従来から早期発見と早期教育の必要性が主張され,ろう学校

などで乳幼児期から聴覚を活用する ｢聴覚口話法｣が実施されてきた.聴覚の活用におい

て使用されてきたのは主に補聴器であった.しかし1990年代後半以降は,補聴器の効果に

限界が認められる子どもには人工内耳手術4)も可能になった (黒田2008).人工内耳を装

着した子ども-の評価研究は近年少しずつ増えておりその多くが良好な発達を報告してい

るが,研究の多くはサンプル数が少なく,装用時期 ･失聴時期などにもバラツキがあるた

め,人工内耳装着児全体に敷術するには無理がある (大久保 2007).人工内耳は2006年に

2歳から1歳半と適応可能年齢が引き下げられ,より早期での手術が可能になっている.

これらの聴覚活用を前提とした早期発見 ･早期教育の動きの発展の一方,｢ろう文化運

動｣とその影響を受けた手話を重視する教育も発展を遂げている.｢ろう文化運動｣は ｢自

分たちには手話という独自の文化がある｣と自己規定する (石川 ･倉本 2002).この運動

はマイノリティの権利を求める一連の運動の影響を受けてアメリカで誕生し,1988年ろう

学生のための総合大学であるギャローデッド大学でろう者の学長の就任を求める運動が

起こったことなどにより世界中に知られるようになった.

日本でもアメリカの ｢ろう文化｣の影響のもと,1995年 ｢ろう文化宣言｣がだされた.

この宣言では ｢ろう者｣は ｢日本手話という,日本語とは異なる言語を話す,言語的少数

者である｣ と定義されている (木村 ･市田 1995).ここでは,身体的な状況を基盤とした

聴覚障害者という括り方を否定し,｢ろう者｣は ｢日本手話を日常言語として用いる者｣,

つまり ｢言語的少数者｣であるとされ,｢耳が聞こえないこと｣によってではなく,｢言語

(手話)と文化(deafculture:ろう文化)を共有すること｣に夫って ｢ろう｣と ｢ろう者｣の

社会が定義されている (木村 ･市田 1995).このろう文化運動の影響もあり,ろうの子ど

ものいる家族のなかでも手話を積極的にとりいれる家族が登場し (全国ろう児をもつ親の

会 2005),2008年には手話と書記日本語によるバイリンガルろう教育を行う私立のろう学

校5)が設立されるなどの新しい動きが出てきている (明暗学園 2010).

このように,ろうの子どもと家族をとりまく状況は,一方で聴覚活用を基本とする早期

の発見･治療･教育などが進むとともに,手話を全面的に取り入れた教育も登場するなど,

多様な方向に発展がみられる.

2.2 先行研究と研究目的

2,1で述べたように,｢ろう者｣であることは ｢障害者｣であることを必ずしも意味しな

いが6),｢言語獲得前の失聴｣という医学的な状態が音声言語でのコミュニケーションに困

難を生じさせ,コミュニケーションが課題となるという面から考えると,ろうの子どもの

いる家族の課題は,障害児の家族のいる家族の課題として捉えることが可能だろう.そこ

で本稿では先行研究として,障害児のいる家族に関するものを取り上げる.

これまで障害児のいる家族をとりあげてきた分野として,家族ストレス論があげられる

(前田･大島 ･石原 1987).障害児のいる家族をとりあげるうえで家族ストレス論がもち
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いられてきたことについて土屋葉 (2002)は,｢障害や障害者をストレス源とみなし,集団

として 『危機を乗り越える家族』をあらかじめ想定｣することにより ｢障害者家族-の否

定的な価値づけが行われた｣という観点から批判している.また,障害のある子どもの子

育てに関する研究は,母子関係についての研究を中心とするものだった (要田 1999,春日

2001,藤原 2002).子育ての大部分を母親が担っているという現状があるためだが,障害

をもつ子どもの出産は母親に責任があるという考え方があること (要田 1999),そのため

に母親が障害のある子どもの世話を引き受けていくこと (土屋 2002)が指摘されている.

近年,研究の対象は母子関係だけでなく,夫婦関係を中心とする家族関係,地域などの家

族外の関係にまで拡大するようになってきている (土屋 2003,石原 2004,石川 1995).

しかしこれらの研究は重度の身体 ･知的障害をもつ子どものいる家族に関するものが多

く,ろうの子どものいる家族についての研究は必ずしも多くない.海外でのろうの子ども

と家族の研究としては,両親のストレスの高さと子どもの社会情緒的問題の頻度との関連

を指摘し,早期からのサポートの必要性を指摘したもの (Hintermair2006),早期介入プロ

グラム-の家族の満足度の調査研究 (Brownetal.2006),人工内耳手術後のコミュニケー

ションの変化について両親の考え方についての調査研究 (watsonetal.2008)などが挙げら

れる.いずれも調査対象者数が少なく,また早期介入プログラムや人工内耳手術後の教育

など国によって環境が異なるため,日本と単純に比較はできないが,前者2つの研究では

全般的に早期介入プログラムが家族から高い評価を得ていること,3つ目の研究では人工

内耳手術後も家族が必ずしも手話の使用に否定的でないことが示唆されている.

国内での′J､学校入学前のろうの子どもと家族についての近年の研究は,ほとんどが母親

に焦点をあてたものである.これは他の障害のある子どもの場合と同様,ろうの子どもの

子育ての多くを母親が担っているからである.特にろうの子どもの教育においては母親に

よる言葉かけを重視する ｢母親法｣が1960年代から提唱され,多くのろう学校に取り入れ

られるなど,母親と子どもの関係が重視されてきたという背景がある.

国内における先行研究としては,まず母親と子どもの乳幼児期からのコミュニケーショ

ンについての一連の研究があげられる (小林ほか 2001,都築 2008).これらの研究は,母

子の具体的なコミュニケーション場面に注目し,その特徴を明らかにするものである.ま

た,統合保育の場面での子どものコミュニケーションについての母親の不安に注目したも

のに吉川昌子の研究 (1999)がある.滝沢広忠 (2005)は,新生児聴覚スクリーニング検

査による早期発見後の母親の不安を取り上げ,支援の必要性を指摘している.このように

先行研究では母子の具体的なコミュニケーション場面と母親の ｢不安｣が研究されている

が,母親が ｢不安｣にどのように対処しているのか,コミュニケーションについて母親自

身はどのように考えているのかは十分明らかになっているとはいえない.そこで本稿では,

小学校入学前のろうの子どものいる母親がどのような課題に直面しそれにどのように対処

しているかをコミュニケーションを中心に明らかにすることを目指す.小学校入学前の子

どものいる母親を対象としたのは,子どもの成長とともに課題が複雑になるため,コミュ
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ニケ-ションの課題に焦点を当てるうえで,この時期の子どもをもつ母親に対象を絞るこ

とが有効と考えられるためである.本稿では特に,手話の使用と手話-の考え方に焦点を

あて,これを調査と分析の主な対象とした.

3 調査の概要とまとめ

3.1 調査の概要

調査は,対象者に対し半構造的面接調査を行った.本調査は,2008年9月～10月の間に

実施した.対象者は,2008年度にAろう学校幼稚部に通園した子どもの母親 29名のうち,

調査に同意の得られた20名である.分析対象とした目名の母親の家族7)では,子どもが

家族で初めてのろうであった.

質問事項としては,子どもに聴覚障害があることが分かった時期ときっかけ,子育てに

おいて特に気をつけている (た)ことや工夫,子育て-の援助や情報収集について,ろう

学校幼稚部通園までの経緯と通園後の生活,子どもと家族のコミュニケーション,コミュ

ニケーションの工夫などを用意し,子どもの誕生前後から現在までを時系列的に自由な形

式で語ってもらった.その際,対象者に了解を得,インタビュー内容を録音した.

調査は,1対1の面接式の形式で1人あたり1- 2時間行った.調査の実施場所は,A

ろう学校の協力を得,学校内の一室を借りて行った.この部屋は,普段から調査対象者が

子どもとともに利用することが多く,調査対象者にとって利用しなれた場所である.

分析には,録音したインタビュー内容を書き起こしたトランスクリプトを利用する.倫

理的配慮として,まず研究-の協力については,書面と口頭により研究の目的と方法を伝

え,了解を得た.その際,インタビュー内容の個人情報は特定できないように匿名化され

ること,ろう学校の教員や他の対象者に個人を特定する形でインタビュー内容を伝えるこ

とはないこと,研究目的以外には使用されないことなどを伝えた.トランスクリプト作成

後に対象者自身に確認してもらい,論文-の使用許可を得た (その際,聴覚障害に関連し

ない家族の病歴等,調査対象者が使用しないことを希望した一部部分は,分析対象から排

除した).データの引用に際しては,対象者にA さん,B さんなどの一貫した名前を充て

ることはしておらず,本文中の引用を通して,どの発言をだれが行ったかは分からないよ

うにしてある.これは,匿名であったとして複数の発言を通じて同一人物であることが分

かれば,個人が特定される可能性が高くなるためである.

調査の対象者は,同じ学校に子どもが通う母親である8).現在でも手話使用の程度は学

校によって大きな差があることを考えると,手話を積極的に活用するAろう学校に在籍す

る調査対象者は手話使用に積極的な母親に偏っている点が指摘できる.このような点で,

本調査はあくまで一時点での事例研究であり,ろうの子どもをもつ母親たちの一側面をみ

たものである.
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3.2 調査結果のまとめ

3.2.1 ｢今は治るんや,つて思って安心して｣- ｢聴覚障害｣の ｢発見｣

多くの聴者にとって,ろう者の存在は身近なものではない.子どもの ｢聴覚障害｣が ｢発

見｣されるまで母親の多くも ｢聴覚障害は,まあよく,よくっていうかテレビでもよく見

るし,なんとなく｣と,｢聴覚障害｣や ｢手話｣という言葉やその概要を知っている程度だ

った.ある母親が ｢耳が聞こえないっていう子がお友達いたんで,聞こえない状況ってい

うのは,そういう人がいてるんや,世の中にはいてて,その人らが手話で会話してるんや,

っていうの知ってたんですけど,まさか自分の子がそうやとは思わ-んし｣と語っている

ように,ろう者と知り合いの場合でも,そのことと自分の子どもが ｢ろう｣である可能性

は結びついて考えられることではなかった.

そのため,｢もう,聞こえて当たり前のように思ってたので｣と,子どもが ｢ろう｣であ

る可能性は,まったく想定しないことだった.子どもの ｢聴覚障害｣の ｢発見｣は,｢耳が

聞こえない子なんか周りには全くいなかったので,すごいびっくり｣ と,母親にとってま

さに予想外の事態であり,｢まさか自分の身にね,ふりかかるとは,とは思ってたんですけ

ど｣と,驚きとともに迎えられることである.ある母親は,｢やっぱり障害児をもった母っ

ていうのは,正直言ってすごい,ショックでしたから｣と自らが ｢障害児の母親｣になっ

たと感じ,ショックを受けたと述べている.

新生児聴覚スクリーニングで聴覚障害の可能性を指摘されたある母親は,｢まあ,いつか

治るというか聞こえるようになるんだろうな,とは思ってたんですけど.でもやっぱりず

っとこう,不安やったし,だからこう母乳が止まったり,そういう不安はありましたね｣

と,子どもが ｢聞こえないこと｣に不安を感じ,｢治る｣期待を持っていたと語っている.

医師の対応もこのような母親の期待を強めるものである.別の母親は｢『人工内耳したら治

るから, 大丈夫』って (医師に)言われてたんですよ.『治るから,聞こえるから大丈夫』

って.(生後)14日目に言われたんですよ｣と,｢聴覚障害｣ の可能性を告げられるのとほ

ぼ同時期に,｢治る｣と言われている.人工内耳をした場合でも聴者と同じように聞こえる

ようになる訳ではないが,このような説明は ｢聴覚障害｣と告げられ驚いている母親に,

治療が可能である,つまり ｢聞こえる｣ようになる,という安心と期待を与える.この母

親も ｢今は治るんや,つて思って安心して帰ってきた.それまでもう,ウワ-つて泣いた

んですけど,『治るんや今は』って｣と ｢治る｣ことで安心している.

聴の母親にとって,子どもは ｢聞こえて当たり前｣であり,｢治る｣という期待がショッ

クを和らげるのである.当初 ｢治る｣ことを期待していたことを振り返って,ある母親は,

｢病気は治すもんや,つてやっぱり聴者の考え方として,やっぱりどこか持ってるじゃな

いですか｣と,｢聴覚障害｣を ｢治す｣という発想は ｢聴者の考え方｣であると述べている.

母親がこのように,｢治す｣ことを ｢聴者の考え方｣として相対化して捉えるようになる契

機は,大きく分けて ｢子どもと按すること｣と,｢ろう者や手話との出会い｣の2つである.

以下,2つの面を順にみていきたい.
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3.2,2 ｢気持ち的には,学校行ってると安心感｣- 早期からのろう学校通学の意義
ろう学校では,学校によって頻度などは違うが,0-2歳児の乳幼児も乳幼児相談など

の形で定期的に学校に通う制度がある.ろう学校について,ある母親は,｢(病院で)ろう

学校って言葉が初めて出たときにすごい,こう頭の中で,ろう学校ってのが響いて,残っ

てたのは覚えてるんですけど｣とろう学校に通うこと自体に当初,戸惑いがあったという.

しかし実際に通い始めると,ある母親が ｢気持ち的には,学校行ってると安心感.やっ

ぱり先生とかに会っていろいろ話聞けるし.お友達もできるし,同じような境遇の人がい

るし｣と振り返るように,母親たちはろう学校に早期から通うことに意義があったと感じ

ている.それは,まず第 1に ｢1人で,何がなんだかほんとに分からなくって.ほんと障

害について考えたこともなかったし.だから,1人で家にこもるよりはぜんぜん良かった

と思います｣と学校に通うことで,｢何がなんだか分からない｣状況に情報が入ってくるか

らである.

また,聴覚障害だと分かってすぐろう学校に行くようになった母親は ｢ろう学校に親の

補助というか教育もいろいろあって良かったのかもしれなかったですけど,そんなに落ち

込むこともなく過ごせたかなあとは思いますけど｣と早期からの支援によって不安を取り

除けることを指摘している.別の母親も ｢お母さんにすごく意味があると,私は思うんで

すけど.1,2歳児は｣と,子どもよりもむしろ母親自身にとって早期からのろう学校通

学の意義があると指摘している.母親に子育ての負担の多くがのしかかる状況の中で,ろ

うの子どもの教育についての情報が得られること,先生や他の母親と話す機会が得られる

ことなど,乳児期のろう学校-の通学は,子どもの早期教育だけでなく,母親にとって重

要な支援となっているのである.

3.2.3 ｢もっと違う接し方をしないといけないのかな｣- 子どもとの関係による変化

新生児聴覚スクリーニング検査で聴覚障害の可能性が分かった場合,新生児の段階で｢聞

こえにくい可能性｣が家族に告げられることになるため,基本的な母子関係の構築が難し

くなる可能性が指摘されている (河崎 2004).だが新生児聴覚スクリーニング検査で聴覚

障害の可能性を指摘された母親は,｢やっぱり小さい赤ちゃんの時とかってあんまり変わら

ないじゃないですか.聞こえてる子も聞こえてない子も.だから同じように子育てを楽し

めたかなって｣ と,言葉を介さないコミュニケーションが中心になる時期だからこそ,ろ

うであるかどうかにかかわりなく子どもと関わることができたと述べている.

子どもが成長するにつれ,コミュニケーションの取り方などで聴の子どもと同じように

はいかなくなってくる.ある母親は子どもが幼児教室で子どもがほかの子と同じように先

生の話を聞いて行動することはできないのを見て,｢これはちょっとやっぱり,もっと違う

接し方をしないといけないのかな,普通,まあ健常の子と同じようにはしてはいけないの

かな,つて｣と,子どもの周囲とのコミュニケーションを見るうちに,だんだん子どもの

育て方について考え方が変わってきたという.
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別の母親は早くから補聴器を使用したことについて,｢一生懸命声かけとかいろんな音聞

かせてたりしてたんですけど,でもぜんぜんそういうタイプじゃなかったんでしょうね.

ぜんぜんしゃべってくれないし.でも,そこでやっぱり苦労しましたね｣と,音声言語の

発達について,当初の自分の期待通りにはいかなかったと述べている.このように,子ど

もが成長するにつれ,母親は特に音-の反応や音声言語の習得の面で当初の期待を修正す

るようになっていくのである.

3.2.4 ｢立派な人たち多いじやないですか,生活,仕事持って｣- ろう者との出会い

手話の使用には必ずしも積極的でなかったある母親が,学校でろうの母親と会っても｢交

流は全然なかったんですけど,私の方から,ちょっとそんな感じだったんで,そこまでい

ってなかったのは正直なところですね,余裕がなくて｣と積極的にコミュニケーションを

取っていなかったと述べているのに対して,手話を評価し,積極的に活用しようとする母

親に共通するのは,ろう者との出会いである.

ある母親は ｢ろうっていう人に会ったことがなかったんです,○○(子ども)産むまで.

だからそん時 (子どもがろうだと分かった時)もう,すごいマイナスですよね｣と,自分

がそれままでろう者と出会ったことがなかったことが,当初,｢ろうであること｣を ｢マイ

ナス｣に捉えた理由だったと振り返っている.ろう者や手話について知らないことから,

｢やっぱり知らなかったら,しゃべらないといけない,自分たちと同じように生きていか

ないといけない,と思って,必死になってしまって｣と,聴者の側に子どもを近づけよう,

と考えることになる.

このような感じ方は,ろう者と出会うことで変わっていく.｢どうやって育てたらいいん

やろう,つてことから分からなくって.でもそのいろんな人に会って,(手話の)サークル

とかいろんな｣と,ろう者と出会うことで不安が軽減されていったという.他の母親が ｢手

話使ってる人たちとかみて,ろうの人たちみて.立派な人たち多いじやないですか,生活,

仕事持って.で,こういう風に○○ (子ども)もなってくれたら,つて思えて,すごい気

が楽になりましたね｣ と述べていることからも,当初はろう者を知らなかったために,ろ

うの子どもであることをマイナスに捉えていたこと,ろう者に出会うことがそのような不

安が解消されたことが分かる.

3.2.5 ｢やっぱり内面を育てていってあげるのが一番やなあ｣- 手話を活用する理由

このようなろう者との出会いは子どもとの関係に及ぼす.｢(たまたま出会った近所のろ

うの家族と)一緒によく遊んでもらって,手話って,○○ (子ども)に声かけてくとどん

どん吸収していくんですよ.いままで分から-んかったことが,どんどん分かるようにな

っていったんですよ｣と,手話によって子どもとのコミュニケーションがスムーズに行え

るようになっていった.また,別の母親は ｢小学部見学させてもらったら,もう,普遺や

ったんです.『え?』って.『え,これがろう? あ,そう』って.ただ手話でしゃべって
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るだけ,つていうのがすごく第一印象であって.じゃあ別に,このままでもいけるかも,

って｣と手話で学習するろうの子どものためのフリースクールを見学に行った時の驚きを

語ってくれた.｢ただ手話でしゃべっているだけ｣で音声言語と同じように学習や友達との

遊びをしている年長の子どもたちを見たことが転機の1つとなったのである.

このように手話は子どもにとって身につけやすい言葉であると母親にとって感じられる.

ある家族では,父親も ｢子どもが近づくよりも大人が近づく方がこの子にとっては早い｣

と子どもが音声言語を身につけるより,親が手話を身につける方が早いと考えたため,家

で手話を使用することを選択したという.別の母親は,｢手話を覚えだしたら,もうどんど

ん.会話というか親子でも通じ合えるようになったから.この子は手話にむいてるんだと

思って｣と,やはり手話を使うことで子どもとのコミュニケーションがスムーズになった

ことが積極的に手話を取り入れるきっかけになったと述べている.そして ｢やっぱり見る

力が強いのか｣2歳ぐらいから絵本や指文字表に強い興味持つようになったこともあり,

得意なことを伸ばす方が親子双方にとって良いと考えるようになったという.そして ｢や

っぱり内面を育てていってあげるのが一番やなあ,というので｣と,コミュニケーション

をとりやすい手話を使用することで,子どもの得意な面を伸ばし ｢内面を育てる｣ことが

重要だと考えるようになった.

このように手話は,子どもにとって理解しやすい手話であると考え,手話を活用するこ

とによって子どもの ｢内面を育て｣たいと考えることが手話を積極的に取りいれる理由に

なっている.

3.2.6 ｢子どもの気持ちを大事にしてくれる｣- ろう学校における手話

本稿で分析対象としている11家族のうち7家族は転校を経験している.このうち5家族

は,子どもを手話をとりいれた教育の盛んなAろう学校に通わせるために転校してきた家

族である.聴覚口話法を重視する学校では,｢聞こえを大事にする学校だったんで声がでた

らすごい成功,つていうか,そういう言い方はおかしいけど,いい風にみられる｣ と聴覚

を活用して口話を身につけることが ｢成功｣とされていると母親たちは感じていた.転校

を考える第1の理由は,口話が母親の期待するようには成長しない場合である.子どもの

口話がなかなか上達しないと,｢一生懸命やってたけど,そっちの方向に子どもがむいてく

れなかったから,これはちがうと思いましたね｣と,ろう学校の教育方針と子どもの発達

の現状や適性との間で,摩擦が生じる.

発話や聴覚活用が身についたかどうかだけでなく,聴覚口話法を重視する教育方針に疑

問を感じることも転校の大きな理由となる.ある母親は口形や発声の教育の時間が長いこ

とについて ｢今の歳に必要なのはとりあえず遊び｣であり ｢今しかできないことっていっ

ぱいある｣と,幼少時から聴覚口話法の勉強に長い時間を割くやり方に疑問を感じていた.

別の母親は,｢かなりの (聴覚障害の程度が)重度の子でもほんとにきれいにしゃべるよう

になるんですけど,それは自分がベラベラってしゃべれるのはしゃべれるけど,結局対話
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になったときが難しい｣と指摘し,｢上辺だけ分かってしゃべれてもあんまり.会話が成立

しなければ私は意味がないと思うので｣と聴覚口話法によって発話ができるようになるこ

とと,会話が成り立つことは違うと指摘している.

ある母親は ｢やっぱり先生の手話力もぜんぜん違うし.なんだろう,すごい子どもの時

間,子どもの気持ちを大事にしてくれるように私は思うんですけど｣と,手話を活用する

ろう学校での教育について,子どもの気持ちが尊重されると語っている.子ども同士が手

話でやりとりするのを見た別の母親は,｢本当に普通,健聴の子が行ってる幼稚園とか保育

園と同じような感じの子どもたち｣と,口話で会話する学校との印象の違いを指摘してい

る.｢最初はやっぱり人とのコミュニケーション大切に｣しだいからとある母親が手話を使

う理由を語ってように,母親たちがろう学校での手話の利用を評価するのは,子どもにと

って手話が<自然な>コミュニケーション方法である,という点である.

3.2.7 ｢自分に自信をもって生きていってほしい｣- ろうであることと人工内耳手術

以上のようなろう者との出会いや子どもと手話でコミュニケーションを行えるようにな

ることは,母親の ｢聴覚障害｣ を ｢治す｣という考え方に変化をもたらす.人工内耳を装

着する手術についてある母親は,｢病気じゃないのに,本来しなくてもいい手術｣と考える

ようになった.そして ｢ろうとしても,こう,なんやろ,誇りをもってというか,自分に

自信をもって生きていってほしいな,つていうような考えがすごいあった｣ため,手術を

望まず,｢そのことで夫婦でちょっともめた｣が人工内耳をしないことを選択した.

別の母親は,｢手話も大事やけど,やっぱりこの子にも危険な音とかそういう判断をさせ

たい｣と,｢(人工)内耳の手術,『この日にお固いします』｣といったんは手術日の予約も

した.しかしその後,人工内耳についてさらに調べるうちに ｢いま,元気なこの○○ (千

ども)に対して,コミュニケーションもとれてるし,要らんちゃうか,つて気持ちがぼち

ぼちでてきて,自分の中で.で,主人は主人で,ふつふつ思ってたみたいで,でもやっぱ

り,なかなか夫婦でも,安易に口にださないじやないですか,そういう重いことって｣と

手術の必要性に対して疑問を持つようになった.そして,子どもは｢目ではしっかり判断,

情報は入れてた｣こともあり,｢あるとき,お互いどっちからともなく『要らんか』ってい

うのが自然とでてきたので,じゃあ,やめます｣と最終的に手術をしないことを決断した.

3.2.8 ｢習いたい,つて気持ちはすごいある｣- 母親以外の家族と手話

母親以外の家族とのコミュニケーションはどうなっているのだろうか.ある家族では両

親がともに手話サークルに熱心に通い,手話が堪能である.そのため,｢主人と (自分が)

しゃべるときもほんまは絶対,手話にずっとしてた方がいいんでしょうけど,○○ (子ど

も)が見てる (時は夫婦の会話も),手話,つて感じですね｣ と,普段から家庭内で子ど

もとの直接のコミュニケーションでない時も手話をしている.このように手話を夫婦の会

話の際にも使用するのは,｢『お父さんとお母さん喧嘩してるわ,見なくていいわ』ってい
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うのも必要かな,つて｣と,聴の子どもが自分に関わらない会話も自然に耳にするのと同

じように,手話でも自分に必要な情報かどうかを見て判断する経験が必要だと考えている

ためである.

しかし,父親は手話を習う時間をとることが難しいことも多く,上の家族のように手話

に堪能な場合は少ない.もちろん家族の中でのコミュニケーション手段は,手話や音声言

語によるものだけではない.ある母親は ｢泣いてるって分かったらティッシュをもってき

てくれたり,なんかお母さんが怒ってるな,つて思ったらそれも自分で読みとれるから,

あ,目で動いたらいいわ,と思って｣と,手話だけでなく,<目で動く>ことが,コミュ

ニケ∵ションにおいて重要な役割を果たしていることを指摘している.とはいえ,このよ

うな方法だけでは細かい事項や考えなどを伝えるには不十分なこともあるだろう.ある母

親は,｢(父親は)ぜんぜん手話に対して閉鎖的じゃない｣とし,｢(手話を)習いたい,つ

て気持ちはすごいあるし,いろいろ○○ (子ども)と接するのにはいろいろ手話わからな

くても指文字とかジェスチャーとかでやってますけどね｣と様々な手段を交えたコミュニ

ケーションをとっていることを述べている.｢(下のきょうだいは)手話みたいのしますね,

やっぱり.一番最初に,しゃべる前に手話でしたね｣ と,父親よりむしろきょうだいの方

が手話を自然に使っている家族が多い.

このように,母親とろうの子どもとの間で手話を主に使っている場合でも,他の家族,

特に父親とのコミュニケーションになるとスムーズにいくとは限らない.このコミュニケ

ーション上の歯摘吾は子どもが成長し,手話の語嚢が豊富になったり,双方が伝えたいこと

が複雑になるにつれ,大きくなるだろうことも指摘できる.

3.2.9 ｢大きくなってきたら手話だけっていうのも大変｣- 子どもの将来

最後に,家族や学校以外との関係,また子どもの将来についての母親の考え方について

とりあげる.調査対象者のろうの子どもはいずれも小学校入学前であり,今のところ生活

は家族や学校が中心である.しかし,母親たちにとって,子どもの将来や家族や学校以外

との関係はこの時点から非常に気がかりなものとなりうる.

それは,｢大きくなったら社会に出るじゃないですか.そしたら健聴の方が当然多いじや

ないですか.で,手話が出来る入ってのは少ないですよね｣という社会の現状に対する認

識があるからである.そのため ｢口話も分かってた方が本人にとっては,いい,メリット

っていうかあるんじゃないかな｣と,口話の必要性を感じる母親もいる.一方,ろう者と

接した経験から,｢ろうの,仕事されてる方もたくさんおられるんで,その辺の心配はあん

まり｣ と,ろう者の生活を知ったことにより,子どもの将来についてもそれほど心配しな

くなった,という母親もいる.｢(子どもの同級生の)ろうのお父さんにしても普通に働い

てるし,コミュニケーションどうしてるの,つて言ったら別に紙に書いたらいい話やから

問題ないよって聞いたんですごい安心して｣と語る母親がいるように,実際にろう者がど

のように働いているかを知ることは,子どもの将来-の不安を軽減する上で大きな役割を
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果たしている.

しかしそれでも,ある母親が ｢障害の人がいてても当たり前のようにしてくれるように

なったら大分,生きていくのは楽やろうなあ,とは思いますね｣と述べてように,今の社

会は必ずしも<障害のある人がいるのが当たり前>ではない,という感覚に基づく不安を

多くの母親が持っている.そのため,現在子どもの主なコミュニケーションとして手話を

選択している母親でも,｢大きくなってきたらきっと,手話だけっていうのも大変になって

くるんやろなあ,つて最近は思いますけどね｣と,将来的に手話だけで生活していくこと

に難しさを予想している.そして,｢差別じゃないけど,自分とは違うから,みたいな目で

みられることも絶対あるやろうし.手話だけになったら,かかわれる人とかも減ってくる

からね.それももったいない話ですよね｣と将来的に口話も必要になってくるのではない

か,と指摘している.

3.3 考察

母親が手話を積極的に使用しようと考えるきっかけは,コミュニケーション手段として

手話を中心に使用することを,ろう学校や日常的に手話を使って生活するろう者などとの

出会いによって知ることである.そして子どもとのやりとりにおいて手話を使用すること

で子どもにとって<自然な>コミュニケーション手段だと感じるようになっていく.子ど

もとのやりとりなどから子どもの ｢目で動く｣力をいかしていこう,と考える母親はコミ

ュニケーション手段として手話を積極的にとりいれるようになっていく.それまで親にと

って<当たり前>であった音声言語を使 うことを子どもに求めるよりも,ろうの子どもに

とって獲得しやすいコミュニケーション方法である手話を使用する方がよい,と考えてい

るのである.子どもとのコミュニケーションのために手話を学ぶことで,よりろう者との

コミュニケーションの機会も増えていくことになる.手話を子どものコミュニケーション

手段として ｢自然な｣ものだと考え手話を使うようになるつれ,口話では手話とくらべ ｢対

話が難しい｣ ことを感じるようになる.

このように手話に積極的に評価し,ろうの成人との交流があっても,子どもが成人した

後の不安がある.それは手話を使用することで特別な目で見られたり,手話が常に通じな

い場面に出会ったりする可能性があると感じるからである.そのため,子どもが成長して

いってから手話を主なコミュニケーション手段として使い続けることについて不安がまっ

たくないわけではない.それは,｢ろう｣についての知識や経験が少ない聴の母親にとって,

ろうの子どもの子育てや子どもの将来-の不安があるからである.この不安は,ろう学校

や手話サークルなどで手話を使って生活するろうの大人と接したり,手話を使用する年長

の子どもに会ったりすることで軽減されていき,手話を使用して生活していくことを肯定

的に評価するようになっていく.

一方で母親が口話を必要だと考えるのは,｢大きくなって社会に出た｣時にやっていくた

めに必要であると考えるからである.特に,母親自身が手話をあまり使用しない場合,学
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校などで顔は合わせていたとしてもろうの大人との日常的な交流や情報交換が少なくなる.

また,交流が少ないため手話を使 う機会も少なくなり,手話の力が伸びない,という面も

ある.

家庭や学校で手話を積極的に使うことでろうの子どもによってよりコミュニケーション

が行いやすくなるとしても,だからといって社会全体のディスアビリティ (座主 2008)が

なくなるわけではない.それは手話を積極的に評価する母親も口話を獲得する手段として

評価する母親も共通して感じている課題である.

手話が通じない場面というのは,社会にでてから起こるのみ問題ではなく,家庭内でも

十分起こりうることである.母親が家で手話を使うようになると,ろうの子どものきょう

だいはそれを見て手話を身につけ使うようになっていっている家庭が多い.しかし,手話

を積極的に評価し,子どもとの会話で使っている母親のいる家庭でも,父親は手話使用に

賛成だったとしても ｢忙しく｣,手話に堪能ではないことも多い.このような父親と母親の

手話力の差は,子育ての多くを母親が担っているという家庭内の役割分業を背景としてお

り,子どもが成長していく上での家族内のコミュニケーションにも影響を及ぼすものであ

る.父親が手話に堪能である家族はどのような家族であるのか,どのような支援が必要な

のかなどを含め,今後の課題としたい.

4 結びにかえて

本稿では,ろうの子どものいる母親の手話-の考え方を焦点とし,母親の考え方の変化

を明らかにした.母親は当初,｢聴覚障害｣が ｢治る｣ことに期待を抱く.だがろう者との

出会いを通じて手話で生活できるという可能性を知ったり,子どもとの日常のコミュニケ

ーションの中で手話を使うことでやりとりがスムーズに行えると感じるにつれ,手話を積

極的にとりいれるようになる.そして,子どもの ｢聴覚障害を治す｣ のではなく,子ども

が得意な面を生かし成長することを希望するようになる.しかし,聴者中心の社会におい

て手話は常に通じる言語ではなく,そのことが将来にわたる手話の使用について母親が不

安を感じる要素になっている.子どもたちが成長し,社会に出て行くときに手話を日常的

に使用して快適に生活していくことができるかどうかは,大多数が聴者である社会全体の

あり方にかかわることである.本稿で取り上げた聴の母親たちの体験は,聴者中心の社会

のあり方疑問を投げかけ,変化を問うものであると言えるのではないだろうか.
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いて頂いた皆様,さまざまな質問に答えていただいたり幼稚部の普段の生活を観察させて

いただくなど多岐にわたりご協力してくださったAろう学校幼稚部の先生方,そして一緒
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にお昼を食べたり遊んだりするなかでたくさんのことを教えてくれた幼稚部の皆さん,本

当にありがとうございました.記して感謝致します.

[注]

1)｢聴｣とは ｢聞こえる｣状態を示す.従来,｢健聴｣とい う用語が用いられることが多

かったが,聞こえる状態がよい状態であるという前提に基づく ｢健｣という言葉を避

け,このように表記することがある.本稿では,トランスクリプトからの引用を除き,

基本的に ｢健聴｣｢健聴者｣ではなく,｢聴｣｢聴者｣という用語を用いる.

2)ろう学校の多くでは,補聴器などで音声を活用しながら口話を獲得する ｢聴覚口話法｣

が実施されている一方,手話を活用する学校もある (座主 2010).2007年度からは学

校教育現場において特別支援教育体制がスター トするなど,ろうの子どもの教育は大

きな変化にさらされている.ろう学校も聴覚支援学校など-の校名変更がなされた学

校が多い.本稿では従来通り ｢ろう学校｣と呼ぶ.

3)新生児聴覚スクリーニング検査 (Universalneonatalhearingscreening)は,新生児がお

となしくしている状態のときに音を聞かせ,この音によって誘発された聴性脳幹反応

の波形を前額部に装着した電極から検出する検査である.厚生労働省が2000年度か

らモデル事業を実施した.日本産婦人科医会による2005年度の調査では,分娩取り

扱い施設の約 60%が新生児聴覚検査を行っている.地域によって実施率に差がある

ものの,現在では高い地域では9割以上の新生児に実施されている.

4)人工内耳(cochlearimplant)は,内耳の蛸牛に電極を接触させ,音を電気信号に変換,

聴神経に直接,電気刺激を伝えることによって聴覚を補助する器具である.耳の後部

を広く三日月形に切開し,頭蓋骨にくぼみをあけ,人工内耳の電極によって聴神経を

直接刺激するよう電極を固定する手術によって装用する.装用後は (リ)ハビリテー

ションが必要であり,1対 1での静かな環境での会話は行えるようになっても,大人

数での会話や音楽の聞き取りは難しい場合も多い.日本での第1例は1985年中途失

聴の成人に行われ,1994年からは健康保険の適応が認可された.当初日本では海外

に比べ成人-の手術の割合が高かったが,1998年に日本耳鼻咽喉科学会が2歳以上

の小児-の適応を認めるガイ ドラインを示したことなどから,小児-の手術例も増え

ていった.2005年までの日本での装着者は4000人弱で,うち3分の2が成人である.

子ども-の人工内耳適応については,日本耳鼻咽喉科学会が家族の同意と理解や手術

後の教育を受けられる施設があることなど,一定の基準を示している (日本耳鼻咽喉

科学会 2006).

5)学校法人明暗学園は,1999年に設立された手話で教育を行うフリーフクール龍の子学

園を前身として2008年に東京で開校した.構造改革特区の制度を利用し,文部科学省

の学習指導要領にある ｢聴覚活用｣の実施を免除され,｢国語｣｢手話｣ を実施する.

ー177-



2008年開校当初の構成は幼稚部 ･小学部だったが,2010年に中学部も開設された.

6)｢ろう｣という用語は先天的あるいは言語獲得前の失聴という医学的な状態を指す場合

と,日本手話を日常的に話す者であるということを指す場合 (木村 ･市田 1995)があ

る.後者では,日本手話を日常的に話す者を ｢ろう者｣と呼び,言語的少数者である

とする.後者の考え方では ｢ろう児｣とは ｢将来,日本手話を日常的に話すろう者に

なる (あるいは,なるべき)子ども｣である.医学的な意味で ｢ろう｣である子ども

が,必ずしも手話を日常的に使うようになるとは限らず,医学的に最重度とされても

自らを ｢難聴｣ということも,それより聴力が ｢軽く｣ても ｢ろう｣と名乗ることも

ある.本稿では以下,特に断らずに ｢ろう｣や ｢ろうの子ども｣ という言う場合,節

者の意味で用いている.

7)子どもに重複障害がある事例では,子育てをする上での家族の課題は子どもとのコミ

ュニケーション以外に重点があり,聴覚障害だけの単独の場合とは大きく状況が異な

るため,今回の分析対象とはしなかった.母親がろうである場合と子どもに重複障害

がある事例を除き,本稿で最終的に分析対象としたのは目名である.

8)したがって本稿の限界として,調査と分析の結果は,ろうの子どもをもつ母親全体に

そのまま一般化できるものではない.Aろう学校幼稚部は,調査時点で手話を積極的

に取り入れており,学校での子ども同士のやりとり,帰宅前のクラス担任から保護者

-の連絡などの場面等,日常的に音声言語と併用して手話が用いられていた (フィー

ル ドノー トより).このような学校の傾向から,調査対象の以外の母親も含め,調査時

点で手話の使用やその役割を完全に否定する母親はいなかった.
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The Attitude to the Using Sign Language
. : Based on the Interviews of the Mothers of Deaf Children

ZASU Karin

Abstract

The purpose of this paper is to discuss about the attitude to the using Sign Language by the

mothers of deaf children. It can be said that deaf children and their families have major difficulties

communicating. To solve the difficulties, there are two education methods in deaf education: the

oral deaf education and the Sign Language method.

Oral deaf education has progressed over the years. This method is affected the educational

administration and healthcare technologies: the hearing instruments, universal neonatal hearing

screening and the cochlear implants. The Sign Language method has been influenced from the Deaf

culture. Both the oral deaf educations and the Sign Language method have progressed. For deaf

children and their family, to select the education is the main challenge.

I conducted interviews with the mothers of deaf children to clarify how they feel about using Sign

Language.

(Keywords: mothers of deaf children, communication, the case study, Sign Language, hearing

disability)
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